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基本政策Ⅳ 「環境を守り自然と調和したまちづくり」 

 

持続型社会を実現し、人々の暮らしを確かなものにしていくための地球環境

配慮の考え方を基本的な価値観としながら、快適な市民生活を守るための地域

の環境対策に取り組むとともに、廃棄物の抑制やリサイクルなど、循環型社会

の構築をめざした、市民・事業者・行政それぞれの責任ある行動を推進します。 

また、生活にうるおいとやすらぎをもたらす市民共有の貴重な財産である緑

を、次世代に継承していくために、適切な保全と育成を図るほか、市民が憩い

親しむことのできる緑環境を市民・事業者・行政の協働の取組により創り出し

ていきます。  

 
【政策－施策体系図】 

 

《基本施策》

都市農地の多面的な機能の活用

生活環境を守る

環境を守り自然と調和したまちづくり

環境に配慮し循環型のしくみをつくる

《基本政策》

《政策の基本方向》

多摩丘陵の緑の保全と育成

魅力ある公園緑地の整備

市民・事業者・行政の協働による緑の創出と育成

緑豊かな環境をつくりだす

廃棄物対策の推進

地球温暖化防止の取組

ごみをつくらない社会の構築とリサイクルの推進

環境配慮型社会の形成に向けた取組

地域環境対策の推進
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政策の基本方向１ 「環境に配慮し循環型のしくみをつくる」 

 

持続可能な社会の形成に向けて、市民・事業者・行政が共に地球環境に配慮

した責任ある行動の主体として、地域レベルから地球温暖化防止等に取り組む

ほか、廃棄物の発生・排出抑制やリサイクルの推進など、循環型のしくみづく

りを進めます。 

 

【施策の展開】 

 

(1) 地球温暖化防止の取組を推進します。 

 

【施策の展開例】 
・ 地球環境に配慮した行動の促進 
・ 風力発電やバイオマスなど新エネルギー導入の推進 
・ 環境負荷の少ない交通手段の利用の促進 

 

(2) ごみをつくらない社会の構築とリサイクルの推進を図ります。 

 

【施策の展開例】 
・ 市民・事業者のごみの減量・リサイクル活動の推進 
・ 資源物の分別収集の推進 
・ リサイクル技術の向上 
・ 経済活動におけるリサイクルの推進 

 

(3) 環境配慮型社会の形成に向けた取組を進めます。 

 

【施策の展開例】 

・ 環境教育・環境学習の推進 
・ 環境配慮を基底とした施策の推進 
・ 環境影響評価の取組 
・ 環境技術を活かした国際貢献の推進 
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【参考データ等】 

日常生活における省エネルギーの取組状況

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

電気製品を使わない時
はコンセントを抜く

不要な照明を消す

テレビの利用時間を減らす

暖房は20℃、冷房は28℃を目安に
温度設定し、運転時間を減らす

ポットやジャーの保温を止める

冷蔵庫にものを詰め
すぎないようにする

冷蔵庫の無駄な開閉を
しないようにする

ガスコンロの炎をなべ底から
はみ出さないようにする

シャワーの出しっぱなしを減らす

洗濯物をまとめて洗う

買い物袋を持ち歩き、
省包装のものを購入する

取組んでいる ある程度取組んでいる 今後取組みたい あまり取組んでいない 取組んでいない 取組めない

(2003年度川崎市政モニターアンケート)

家庭系ごみの組成比率（重量比）

厨芥類
35.7%

紙類
32.8%

プラスチック類
14.0%

ガラス類
4.9%

その他
7.8%

金属類
3.5%

繊維類
1.3%

(市民ごみ排出実態調査（2003年度実施）)

市内の温室効果ガスの排出量の推移と予測
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ごみの排出量に占める焼却量と資源化量の割合
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政策の基本方向２ 「生活環境を守る」 

 

市民の快適な生活環境の創造に向けて、市民生活に密接に関係する大気や水、

自動車排出ガスなどの環境対策を着実に行うとともに、ダイオキシン類などの

化学物質等についても対策を推進します。さらに、資源にならないごみについ

ては、環境への影響をできる限り抑制する観点から適正な処理を進めます。 

 

【施策の展開】 

 

(1) 地域環境対策を推進します。 

 

【施策の展開例】 
・ 大気、水などの環境対策の推進 
・ ディーゼル車規制など交通環境対策の推進 
・ ダイオキシン類などの化学物質対策の総合的な推進 
・ 土壌や地下水の汚染対策の推進 
・ 下水の高度処理などによる公共用水域の水質改善 

 

(2) 廃棄物対策を推進します。 

 

【施策の展開例】 
・ 市街地の美化対策の推進 
・ ごみの適正処理・処分 
・ 産業廃棄物の適正処理に向けた取組 
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【参考データ等】 

工場・事業場からの排出量推移
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市民ひとり1日あたりのごみ排出量の推移
（資源集団回収実績は含まず）

1,320 g

1,125 g

500

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1983 1985 1987 1989 1991 1993 1995 1997 1999 2001
（年度）

（グラム）

1990年6月「ごみ非常事態」宣言

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

札
幌
市

仙
台
市

千
葉
市

川
崎
市

横
浜
市

名
古
屋
市

京
都
市

大
阪
市

神
戸
市

広
島
市

北
九
州
市

福
岡
市

ごみ総排出量の大都市比較（市民ひとり１日あたり：2001年度実績）

可燃ごみ等 事業系ごみ 資源物 資源集団回収

(グラム)

二酸化窒素濃度の経年推移

0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

1974 1976 1978 1980 1982 1984 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002

南部平均（一般環境大気測定局） 北部平均（一般環境大気測定局）

南部平均（自動車排出ガス測定局） 北部平均（自動車排出ガス測定局）

(ppm)

(年度)

※　南部は中原区以南の測定局、北部は高津区以北の測定局

届出に基づく化学物質排出量大都市比較(2002年度)
（札幌のみ2001年度データ）

0

100

200

300

400

500

600

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000
排出量

届
出
対
象
事
業
所
数

札幌

川崎

名古屋
横浜

広島神戸

京都
千葉

仙台

さいたま

（トン）

福岡

北九州

大阪

（所）

ごみ処理量の推移

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

家庭系ごみ 事業系ごみ

（千トン）

（年度）



 66

政策の基本方向３ 「緑豊かな環境をつくりだす」 

 

良好な自然環境を次世代に継承していくため、多摩丘陵などの貴重な緑の保

全と育成に取り組みます。また、憩いとうるおいの場をつくりだすため、公園

緑地の整備や、市民・事業者・行政の協働による身近な緑の創出・育成を推進

するとともに、貴重な環境資源である都市農地の保全に向けた取組を進めます。 

 

【施策の展開】 

 

(1) 多摩丘陵の緑の保全と育成を図ります。 

 

【施策の展開例】 
・ 斜面緑地の保全 
・ 市民主体の里山の保全管理の促進 
・ 農ある風景の保全 

 

(2) 魅力ある公園緑地の整備を推進します。 

 

【施策の展開例】 

・ 地域特性を活かした公園緑地の整備 
・ 生田緑地や等々力緑地など特色ある公園緑地の活用 

 

(3) 市民・事業者・行政の協働による緑の創出と育成を進めます。 

 

【施策の展開例】 
・ 工場の緑化やまちかどの花壇づくりなど花と緑のうるおいのあるまちづく

りの促進 
・ 記念植樹など身近な緑の創出 
・ 市民健康の森の整備や身近な緑の維持管理の促進 

 

(4) 都市農地の多面的な機能の活用を図ります。 

 

【施策の展開例】 
・ 農業公園づくりなどによる都市農地の保全と活用 
・ 市民が農に親しむしくみづくり 
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【参考データ等】 

 

 

斜面緑地 現況調査（斜面緑地カルテ調査から） 

ランク 斜面緑地面積 緑地保全等施策担保 未施策緑地 

市街化区域 232.7 150.9 81.8 

市街化調整区域 163.1 68.1 95.0 Ａ 

小計 395.8 219.0 176.8 

市街化区域 239.6  73.5 166.1 

市街化調整区域  53.0  12.7  40.3 Ｂ 

小計 292.6  86.2 206.4 

市街化区域   8.0   0.3 7.7 

市街化調整区域   0.7   0.0 0.7 Ｃ 

小計   8.7   0.3 8.4 

 合 計 697.1 305.5 391.6 

＊ 2003 年 3 月末：航空写真による調査（単位：ｈａ） 

A：優先的に保全を図るべき斜面緑地 

B：保全を図るべき斜面緑地 

C：保全対象の斜面緑地 

公園緑地等の推移
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基本政策Ⅴ 「活力にあふれ躍動するまちづくり」 

 

環境と産業が調和した持続可能な社会をめざし、首都圏における川崎の地理

的優位性や我が国を代表する先端技術産業の集積、数多くの研究開発機関の立

地などを活かして、活力ある産業の創出や臨海部の再生、さらには環境や福祉

をはじめとした新産業の創造・育成など、国際競争力の強化と国際社会への貢

献に向けた取組を推進します。 

 また、都市拠点や基幹的な交通網などについては、首都圏における川崎の位

置付けや役割を認識し、市民の行動範囲の広域化や近隣都市との機能分担、さ

らには地域生活圏相互の連携を踏まえた、広域調和・地域連携型のまちづくり

を基本に、民間活力との連携を図りながら総合的・効果的な整備を進めていき

ます。  

 

【政策－施策体系図】 

 

　

《基本政策》

《政策の基本方向》 《基本施策》

活力にあふれ躍動するまちづくり

市域の交通幹線網の整備

個性ある利便性の高い地域生活拠点の整備

広域的な交通幹線網の整備基幹的な交通体系を構築する

広域連携による港湾物流拠点の形成

市民に開かれた安全で快適な臨海部の環境再生

民間活力を活かした魅力ある広域拠点の形成都市の拠点機能を整備する

臨海部の産業再生

臨海部の都市再生

羽田空港再拡張・国際化に対応した基盤づくり

川崎臨海部の機能を高める

科学技術を活かした研究開発基盤の強化

人材を活かすしくみづくり

勤労者施策の推進

就業を支援し勤労者福祉を推進する

新事業創出のしくみづくり

市民生活を支援する新たな産業の育成

新エネルギー産業の育成

新たな産業を創り育てる

ものづくり産業の高度化・複合化

まちづくりと連動した商業の振興

中小企業の経営環境の整備

都市農業の振興

産業の競争力強化と活力ある産業集積の形成川崎を支える産業を振興する
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政策の基本方向１ 「川崎を支える産業を振興する」 

     
活力ある地域社会と豊かな市民生活の実現に向けて、産業集積の形成、産業

立地の誘導、ものづくり機能の高度化などを通じて確かな川崎の産業基盤を築

くとともに、地域に根ざした中小企業の育成・支援、魅力ある地域商業や都市

農業の振興などを図ります。 

 

【施策の展開】 

 

(1) 産業の競争力強化と活力ある産業集積の形成を図ります。 
 

【施策の展開例】 
・ 操業環境の向上と工業用水の安定供給 
・ 戦略的な産業立地の誘導と大規模な土地利用転換への的確な対応 

 

(2) ものづくり産業の高度化・複合化を推進します。 
 

【施策の展開例】 
・ ものづくり基盤技術の高度化支援 
・ ものづくりと情報技術の融合化支援と産学公ネットワークの構築と活用 

 

(3) まちづくりと連動した商業の振興を図ります。 

 

【施策の展開例】 
・ 魅力ある商業拠点の形成とコミュニティの核としての地域商業の振興 
・ 消費生活の安定向上 

 

(4) 中小企業の経営環境の整備を推進します。 
 

【施策の展開例】 
・ 中小企業の育成 
・ 中小企業への融資制度等の充実と販路拡大・開拓の支援 

 

(5) 都市農業の振興を図ります。 

 

【施策の展開例】 
・ 安定した農業経営の基盤づくりと地産地消の推進 
・ 農業生産基盤の整備と農業の担い手の育成 
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【参考データ等】 
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政策の基本方向２ 「新たな産業を創り育てる」 

 

地域経済に新たな活力を吹き込む産業の創出をめざして、新分野に挑戦する

起業、創業の支援や暮らしに貢献する福祉産業、環境関連産業などの振興を図

るとともに、科学技術を活かした新たな産業の創出・育成に向けた基盤整備を

推進します。 
 

【施策の展開】 

 

(1) 新事業創出のしくみづくりを進めます。 
 

【施策の展開例】 
・ ベンチャー支援と創業支援 
・ インキュベーション機能の充実 

 

(2) 市民生活を支援する新たな産業の育成を図ります。 

 

【施策の展開例】 
・ 福祉・生活文化産業の振興 
・ ユニバーサルデザインによる産業振興 
・ 環境調和型産業の振興 
・ コミュニティビジネスの振興 

 

(3) 新エネルギー産業の育成を図ります。 

 

【施策の展開例】 
・ 自然エネルギー等の活用を図る新エネルギー産業の育成 

 

(4) 科学技術を活かした研究開発基盤の強化を図ります。 
 

【施策の展開例】 
・ 先端科学技術分野の研究開発の促進 
・ 産学公ネットワークの構築と連携強化 
・ 科学技術を学ぶ場づくり 
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【参考データ等】 

市内開廃業率の推移（全民営事業所）

3.1

2.8

3.9

4.4

4.8

3.02.9

3.5

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

1981-1986 1986-1991 1991-1996 1996-2001 (年)

(%)

開業率 廃業率

(事業所・企業統計調査から算出）

 
施策展開の方向性と達成目標 

◎起業家教育の実践 
（学校教育、社会教育との連携） 

◎大学・研究機関等の産学連携、新

技術開発と新製品開発 

◎川崎の魅力発信によ

る起業家の呼込み 

◎アジア起業家村構想 
（アジアの成長力の呼込み） 

◎サイエンスパークのネットワーク 

◎インキュベート施設の誘発、増強 
（THINK をモデルとした民間のインキュベート

施設の誘発） 
（起業者の民間ビルへの入居支援） 

◎優良成長企業の市内立地支援 
（第２ステージの確保） 

起業する風土の醸成 

新たな成長分野での 
成功事例の輩出 

インキュベーション都市 
川崎の実現 

福祉と環境に係る産業を重点的に 

●福祉産業の創出・育成 
福祉・生活文化産業の集積、川崎発福祉機器の創出、「安心

ハウス」を核とした、高齢者の生活支援にかかわる新たな

産業の創出、成功事例の輩出 

●環境調和型産業の創出・育成 
環境調和型産業の集積、エココンビナートの実現、環

境技術の移転による国際展開 

◎産業振興財団等によるサポート

体制の強化 
（起業準備から事業化までの成長段階

に応じた多面的な支援） 
（販路開拓支援） 
（民間金融機関との連携による出資・融

資制度の充実・活用） 
（産学連携による技術開発支援強化な

ど） 

KSP，KAST，KTF 

KBIC THINK 

人材の充実 

ＫＳＰ： Kanagawa Science Park（株式会社 ケイエスピー）、ＫＡＳＴ：Kanagawa Academy of Science and Technology
（財団法人 神奈川科学技術アカデミー）、ＫＴＦ：Kanagawa  High-Technology Foundation （財団法人 神奈川高度技
術支援財団）、ＫＢＩＣ：Kawasaki Business Incubation Center （かわさき新産業創造センター）、Ｔｈｉｎｋ：Techno Hub
INnovation  Kawasaki （テクノハブイノベーション川崎） 

新産業創造施策展開のイメージ 
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政策の基本方向３ 「就業を支援し勤労者福祉を推進する」 

 

意欲ある人が自らの能力や個性を活かして働くことができるよう、人材育成

や多様な就業機会の確保に向けた支援を促進するとともに、勤労者福祉の推進

や技術・技能の奨励・継承のための施策に取り組みます。 

 

【施策の展開】 

 

(1) 人材を活かすしくみづくりを進めます。 
 

【施策の展開例】 
・ 産業人材の育成と活用 
・ 就業の支援 

 

(2) 勤労者施策を推進します。 
 

【施策の展開例】 
・ 勤労者や技術技能者、自営業者などの福祉の充実 
・ 技術・技能の振興奨励 
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【参考データ等】 
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政策の基本方向４ 「川崎臨海部の機能を高める」 

 

臨海部の産業再生・都市再生・環境再生をめざす国際環境特別区構想の実現

に向けて、首都圏における優位性を活かした国際競争力の強化を図るとともに、

環境技術を活用した国際貢献や先端的な研究開発拠点の形成促進、さらには、

川崎港の機能強化とあわせた陸・海・空の物流拠点の形成などを推進します。 

 

【施策の展開】 

 

(1) 臨海部の産業再生を推進します。 
 

【施策の展開例】 
・ 資源循環型産業構造と研究開発拠点の形成促進 
・ アジア起業家村構想の推進 

 

(2) 臨海部の都市再生を推進します。 

 

【施策の展開例】 
・ 川崎殿町・大師河原地域及び浜川崎駅周辺地域の拠点整備 
・ 臨海部の交通ネットワーク基盤の整備 

 

(3) 羽田空港再拡張・国際化に対応した基盤づくりを進めます。 

 

【施策の展開例】 
・ 羽田連絡路の整備と神奈川口構想への取組 
・ 国際臨空産業・物流機能の強化 

 

(4) 広域連携による港湾物流拠点の形成を図ります。 
 

【施策の展開例】 
・ 総合的な港湾物流機能の高度化と港湾機能の充実 

 
(5) 市民に開かれた安全で快適な臨海部の環境再生を図ります。 

 

【施策の展開例】 
・ 魅力ある緑地・親水空間の形成 
・ 基幹的広域防災拠点・東扇島東緑地の整備 
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【参考データ等】 
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政策の基本方向５ 「都市の拠点機能を整備する」 

 

活力にあふれた都市づくりをめざし、市民の行動圏の広域化を踏まえ、隣接

都市拠点との機能分担を考慮した魅力ある広域調和型の拠点整備を推進する

とともに、市内主要ターミナル駅周辺を中心とした利便性の高い生活拠点の形

成と連携による地域連携型のまちづくりを進めます。 

 

【施策の展開】 

 

(1) 民間活力を活かした魅力ある広域拠点の形成を図ります。 

 

【施策の展開例】 
・ 川崎駅周辺地区の整備 
・ 小杉駅周辺地区の整備 
・ 新百合ヶ丘駅周辺地区の整備 

 

(2) 個性ある利便性の高い地域生活拠点の整備を進めます。 

 

【施策の展開例】 
・ 新川崎・鹿島田駅周辺地区、溝口駅周辺地区、宮前平・鷺沼駅周辺地区、

登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区など駅を中心とした生活拠点の整備 
・ 大規模な土地利用転換への的確な対応 
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   私事行動圏の現状・広がり 

川崎区 

高津区 

多摩区 

麻生区 

宮前区 

中原区 

幸 区 
＊各区の買物などの私事の行き先1％以上の圏域 

を結んだ私事行動圏のイメージ 

（１９９８年度パーソントリップ調査） 
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【参考データ等】 
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政策の基本方向６ 「基幹的な交通体系を構築する」 

 

都市機能の向上を図るため、首都圏における川崎の位置や役割を踏まえ、基

幹的な広域交通幹線網の整備を進めるとともに、市内交通の円滑化と市民の利

便性向上を図る市域の交通幹線網の整備を推進します。 

 

【施策の展開】 

 

(1) 広域的な交通幹線網の整備を進めます。 

 

【施策の展開例】 
・ 川崎縦貫道路Ⅰ期など首都圏の基幹的道路ネットワークを踏まえた広域 

幹線道路網の整備 

・ 川崎縦貫高速鉄道線
＊

など首都圏の広域ネットワークを踏まえた広域公共 
交通機関網の整備 

＊川崎縦貫高速鉄道線整備事業については、本市の南北を貫く交通網

整備の一環として鉄道不便地域の改善やさまざまなまちづくり効果

を期待され、2000（平成１２）年運輸政策審 議会の答申に位置付

けられ、2001（平成１３）年５月に初期整備 区間の事業許可を取

得し、工事着手に向けて必要な手続を進めてきましたが、厳しい財

政状況や国の三位一体改革の方向性が不透明であることなど諸状況

を考慮し、総合的に勘案した 結果、2003（平成１５）年６月に、

５年程度着工を延期することを表明しています。

 

(2) 市域の交通幹線網の整備を進めます。 

 

【施策の展開例】 
・ 尻手黒川線や東京丸子横浜線など重点的な幹線道路網の整備 
・ 交差点改良によるボトルネック解消など効果的な幹線道路網の整備 
・ 幹線道路の渋滞解消に向けた京急大師線連続立体交差事業の推進 
・ 南武線の利便性の向上に向けた取組の促進 
・ 公共交通機関の利用促進に向けた駅施設などの改良 
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【参考データ等】 

 市内幹線道路の混雑状況

鉄道混雑状況 
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(%)

N

国道４０９号

国道１３２号

丸子中山茅ヶ崎線

東京湾横断道路

鹿島田菅線

扇町川崎停車場線

国道１５号

国道１号
横浜生田線

東京丸子横浜線

東京大師横浜線

横浜羽田空港線

高速湾岸線

第３京浜道路

世田谷町田線

国道２４６号

東名高速道路

尻手黒川線

混雑時の平均旅行速度

40km/h以上

20～40km/h未満
20km/h未満

（１９９９年道路交通センサス）

上麻生蓮光寺線

内々交通：市内の中で移動している自動車交通 

内外交通：市内と市外の間で移動している自動車交通 

通過交通：市外から市内を通過して市外へ移動している自動車交通 

注）1994 年、1999 年「道路交通センサス」に基づき交通量配分した結果 

(道路交通センサス） 
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基本政策Ⅵ 「個性と魅力が輝くまちづくり」 

 

地域の歴史や文化に根ざした川崎らしさを大切にするとともに、さらに新し

い魅力を創造し、それらが互いに融合しながら変貌を遂げる川崎の姿を発信す

ることにより、都市イメージの向上と、多くの人々が集う賑わいのあるまちづ

くりを進めます。 
また、市民が自ら暮らすまちに、いつまでも愛着と誇りが持てるよう、市民

の文化・芸術活動を支援するとともに、個性にあふれ国際性に富んだ多様な文

化の振興や地域間交流を推進するほか、多摩川をはじめとした貴重な地域資源

を活かすことにより、川崎の魅力として育てていきます。  

 
【政策－施策体系図】 

 

　

《基本施策》

多摩川などの水辺空間を活かす

川崎の魅力を育て発信する

《基本政策》

《政策の基本方向》

個性と魅力が輝くまちづくり

文化・芸術を振興し地域間交流を進める 市民の文化・芸術活動の振興

音楽のまち・かわさきの推進

ホームタウンスポーツの振興

地域資源を活かした魅力づくり

都市イメージの向上

新たな観光の振興

個性ある多様な文化の振興

多摩川の魅力を育てる総合的な取組

水とのふれあいの場づくり

地域間交流の推進

国際交流の推進
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政策の基本方向１ 「川崎の魅力を育て発信する」 

 

市民が愛着と誇りを持てるまちづくりをめざし、音楽やスポーツなど川崎を

代表する魅力を大きく育てるとともに、歴史・文化に育まれた産業施設や観光

資源などに光をあて発信することにより、まちの賑わいを創出し、都市イメー

ジの向上を図ります。 

 

【施策の展開】 

 

(1) 新たな観光の振興を図ります。 
 

【施策の展開例】 
・ 魅力ある集客拠点の形成 
・ 観光・集客型産業の育成 
・ 観光資源の創出・育成 
・ 映像資源の活用 

 

(2) 音楽のまち・かわさきを推進します。 

 

【施策の展開例】 
・ 音楽によるまちづくりの推進 

 

(3) ホームタウンスポーツの振興を図ります。 

 

【施策の展開例】 
・ ホームタウンスポーツによるまちづくりの推進 

 

(4) 地域資源を活かした魅力づくりを進めます。 
 

【施策の展開例】 
・ 各区の個性を活かした魅力あるまちづくりの推進 

 

(5) 都市イメージの向上を図ります。 

 

【施策の展開例】 
・ 多様な媒体を活用した戦略的な広報の展開 
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【参考データ等】 

 

川崎市といえば何を思い浮かべますか？（５つまで○） 
Q13川崎といえば 
 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

(複数回答)

件数
（人）

構成比
（%）

1 川崎大師 1,532 80.5

2 京浜工業地帯 822 43.2

3 よみうりランド 514 27.0

4 ギャンブル 499 26.2

5 多摩川 448 23.6

6 地下街アゼリア 418 22.0

7 公害裁判 386 20.3

8 ラチッタデッラ・クラブチッタ 294 15.5

9 ばら苑 206 10.8

10 東京のベッドタウン 193 10.1

11 川崎フロンターレ 175 9.2

12 等々力緑地 173 9.1

13 日本民家園 172 9.0

14 コリアタウン 143 7.5

15 川崎港 127 6.7

16 中原街道 110 5.8

17 生田緑地 97 5.1

18 東芝科学館 89 4.7

19 夢見ヶ崎動物公園 88 4.6

20 その他 86 4.5

21 岡本太郎美術館 66 3.5

22 市民ミュージアム 57 3.0

23 先端技術産業 49 2.6

24 花火大会 47 2.5

25 多摩丘陵 42 2.2

26 東海道 39 2.1

27 DICE 37 1.9

28 光のイベント 37 1.9

29 電車とバスの博物館 31 1.6

30 オンブズマン制度 30 1.6

31 ミューザ川崎 22 1.2

32 環境自治体 21 1.1

33 大山街道 20 1.1

34 ニヶ領用水 11 0.6

35 青少年科学館 4 0.2

不明 11 0.6

項目

n=1902 （シティセールス推進調査） 

 Q4まちのイメージ (複数回答)

項目
件数
（人）

構成比
（％）

 1 産業のまち 1,200 63.1
 2 公害のまち 767 40.3
 3 労働者のまち 683 35.9
 4 娯楽のまち 632 33.2
 5 文化のまち 186 9.8
 6 その他 143 7.5
 7 若者の集うまち 137 7.2
 8 先端技術のまち 126 6.6
 9 歴史と伝統のまち 75 3.9

   不明 17 0.9
n=1902
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政策の基本方向２ 「文化・芸術を振興し地域間交流を進める」 
 

豊かでうるおいのある市民生活と個性ある地域づくりをめざし、多様な文

化・芸術資源を活かしながら、市民による文化・芸術活動を振興するとともに、

姉妹・友好都市等との国際交流や地域間交流を推進します。 

 

【施策の展開】 

 

(1) 市民の文化・芸術活動を振興します。 

 

【施策の展開例】 
・ （仮称）文化芸術振興条例に基づく市民の文化・芸術活動の振興 
・ 地域の文化資源の活用 
・ 文化財の保護・活用 

 

(2) 個性ある多様な文化の振興を図ります。 

 

【施策の展開例】 
・ 地域性・国際性豊かな文化施策の推進 

 

(3) 国際交流を推進します。 

 

【施策の展開例】 
・ 姉妹・友好都市との交流の推進 

 

(4) 地域間の交流を推進します。 

 

【施策の展開例】 
・ 市民主体の地域間交流の推進 
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【参考データ等】 

 

建造物 美術工芸ほか 有形 無形 史跡 天然記念物

国指定 7 5 1 13

県指定 11 6 4 4 2 27

市指定 17 74 8 2 1 1 103

合計 35 85 9 6 5 3 143

市内に所在する文化財の指定状況　（2004年3月31日現在）

合計
有形文化財 民俗文化財 記念物

都市名 国　名 提携年月 特　　色

　リエカ市 クロアチア共和国 1977年6月 クロアチア最大の港湾都市

　ボルチモア市 アメリカ合衆国 1979年6月 東海岸の国際的な工業・貿易都市

　瀋陽市 中華人民共和国 1981年8月 中国東北地方の最大都市、重工業地帯

　ウーロンゴン市 オーストラリア 1988年5月 港湾都市、石炭採掘と鉄鋼業で発達

　シェフィールド市 イギリス 1990年7月 14世紀以来の鉄鋼のまち

　ザルツブルク市 オーストリア共和国 1992年4月 モーツアルト生誕地、世界的音楽祭を開催

　リューベック市 ドイツ連邦共和国 1992年5月 バルト海の海運・商業・工業の要衝都市

　富川市 大韓民国 1996年10月 ソウル市近郊の韓国有数の大都市
友
好
港

　ダナン港 ベトナム社会主義共和国 1994年1月 ベトナム中部最大の港湾

提携年月

1992年7月

1993年4月

1996年5月

友
好
都
市

　　那覇市

海外の姉妹・友好都市

海外の姉妹・友好都市、国内の友好自治体

国内の友好自治体

姉
妹
都
市

市町名 特　　色

摩周湖などの観光資源の豊富な北海道東部の酪農のまち

八ヶ岳少年自然の家がある長野県東南部の高原のまち

琉球王朝時代から王都として栄えた沖縄の県庁所在地

　　中標津町

　　富士見町

重視すべきと思われる市民文化振興施策

5.3

2.3

3.5

5

13.4

18.1

21.3

24.8

25.1

30.5

35.4

38.9

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

無回答

その他

文化活動に携わる団体や個人への顕彰制度の充実

文化振興への法整備（条例、規則の制定）

文化人の誘致や文化活動に助言や指導ができる人材育成

文化団体や市民の文化活動への支援

文化ボランティアの育成・支援

市内に残る歴史的文化遺産の保存・活用

文化施設の整備

美術、音楽、映画等の鑑賞機会の拡充

既存の公共施設の文化的活動への有効活用

文化情報システムの充実・強化

（％）（２００２年 度川 崎市 民意 識実 態調 査）

（複数回答）
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政策の基本方向３ 「多摩川などの水辺空間を活かす」 
 

多くの市民が楽しみ憩える環境の創出をめざし、多摩川や二ヶ領用水などの

貴重な資源を有効に活用し、市民活動団体や NPO、国などとの協働・協調の

取組により、魅力ある水辺空間づくりを推進します。 

 

【施策の展開】 

 

(1) 多摩川の魅力を育てる総合的な取組を進めます。 

 

【施策の展開例】 
・ 多摩川の水辺などの自然環境の保全 
・ 市民活動の育成・支援 
・ 快適な河川利用環境の整備 
・ 多摩川の流域自治体や市民団体との連携 

 

(2) 水とのふれあいの場づくりを進めます。 
 

【施策の展開例】 
・ 二ヶ領用水や鶴見川、平瀬川、矢上川などの快適な水辺空間の創出 
・ 臨海部における親水空間の整備 
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【参考データ等】 

 
 

多摩川水系のＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
経年変化表（年度平均値）

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

（年度）

（mg／?）

多摩水道橋 田園都市取水堰（上） 大師橋

（2002年度水質年報）

1972 　1975   1978   1981   1984   1987   1990   1993   1996   1999   2002

多摩川の総合的な取組みのイメージ  

保全

育成

活用

連携
総合的な施策展開

総合的な支援体制

の整備

市民活動行政活動

多様な動物が生息できる環境づくり アユの保護と産卵環境づくり

気軽に利用できる
アクセス整備

流域自治体とネット
ワークの形成

河川を活用した実践活
動による市民活動のス
キルアップ

市民の憩 いの場、活

動の場としての活用

流域と連携した市
民活動の実施

市民活動における
人材の育成

市民活動の実践

市民活動の支援

保全

育成

活用

連携

保全

育成

活用

連携
総合的な施策展開

総合的な支援体制

の整備

総合的な支援体制

の整備

市民活動行政活動

多様な動物が生息できる環境づくり多様な動物が生息できる環境づくり アユの保護と産卵環境づくりアユの保護と産卵環境づくり

気軽に利用できる
アクセス整備

流域自治体とネット
ワークの形成

河川を活用した実践活
動による市民活動のス
キルアップ

市民の憩 いの場、活

動の場としての活用

流域と連携した市
民活動の実施

市民活動における
人材の育成

市民活動の実践市民活動の実践

市民活動の支援市民活動の支援

(ｍｇ／ℓ ) 

 施設や自然スポットの評価

0 20 40 60 80

川崎大師
多摩川

等々力緑地
生田緑地

日本民家園
地下街アゼリア

ばら苑
よみうりランド

ラチッタデッラ・クラブチッタ
川崎フロンターレ
岡本太郎美術館

二ヶ領用水
夢見ヶ崎動物公園

多摩丘陵
市民ミュージアム

（2003年度川崎市民意識実態調査）

（％）
　「良い」＋「どちらかといえば良い」と答えた人の率

50.6%

（複数回答）

9.0%

0.6%

31.9%

41.0%

52.5%

84.8%

0 20 40 60 80 100

多摩川

等々力緑地

生田緑地

東高根森林公園

その他

無回答

利用したことのある率

市内施設の利用状況（自然環境）

（％）

（2003年度川崎市民意識実態調査）

（複数回答）

その他

サケ、マス、アユ等

その他

サケ、マス、アユ等

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
値による魚類の生息の目安

（２０００年度版水産用水基準）

　※その他の例示：ウグイ、タモロコ、アブラハヤ等

生育の条件

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）

自然繁殖の
条件

��
��
����
����
��
����
��

３ｍｇ／ℓ以下 

３ｍｇ／ℓ以下 

２ｍｇ／ℓ以下 

５ｍｇ／ℓ以下 

BOD（生物学的酸素要求量）値 

による魚類の生息の目安 



 91

基本政策Ⅶ 「参加と協働による市民自治のまちづくり」 

 

本格的な地方分権時代を迎える中で、個性豊かで活力に満ちた地域社会の実

現に向けて、新たな自治のしくみをつくり、市民本位の行政運営を推進すると

ともに、地域課題の解決や新たな公共サービス提供のための環境を整備し、市

民と行政の協働によるまちづくりを推進します。 

 また、市民参画による地域主体のまちづくりに向けて、地域の課題を解決で

きる区役所の機能を整えるほか、迅速で的確な総合相談サービスの提供や情報

環境の整備を進め、市民満足度の高い行政サービスを提供していきます。 

 

【政策－施策体系図】 

 

　

《基本政策》

《政策の基本方向》 《基本施策》

自治と協働のしくみをつくる

市民と協働して地域課題を解決する

参加と協働による市民自治のまちづくり

迅速で的確な総合相談サービスの提供

市民満足度の高い行政サービスを提供する

協働のまちづくりの推進

区における地域課題への的確な対応

区における市民活動支援施策の推進

便利で快適な区役所サービスの効率的・効果的な提供

市民参加による区行政の推進

市民本位の情報環境の整備

分権時代の新たな自治のしくみづくり
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政策の基本方向１ 「自治と協働のしくみをつくる」 

 

本格的な少子高齢社会の到来などに伴う、市民の価値観の変化と市民ニーズ

の多様化に的確に対応し、個性豊かで活力に満ちた地域社会を形成するため、

分権時代にふさわしい新たな自治のしくみづくりと市民と行政による協働の

まちづくりを推進します。 

 

【施策の展開】 

 

(1) 分権時代の新たな自治のしくみづくりを進めます。 

 

【施策の展開例】 
・ （仮称）自治基本条例に基づく市民自治の推進 
・ 情報共有・情報公開の推進 
・ 住民投票制度の創設 
・ 政策評価システムの確立   

 

(2) 協働のまちづくりを推進します。 

 

【施策の展開例】 
・ 地域コミュニティ施策の推進 
・ 総合的市民活動支援施策の確立 
・ 協働型事業の拡充 
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【参考データ等】 

新たな自治のかたち  
・ 市民がまちの主役として、自ら責任を持ち、決め、実

践する、「自ら治める」ことが自治 
・ 自治を実現するためには、市 民・議会・ 行政がその

責務を果たしながら、協働して地域づくりを進めてい

くことが不可欠 
・ 川崎市は基礎的自治 体として、国・県と対等な立場

で行政運営することが必要 

豊かな市民社会の形成に向けて  
・ 自治を担う市民の 定義、その権利･義務の明 確

化 
・ 暮らしやすい市民社会の形成のためには、市民

活動団体の役割・位置づけを明確にし、より自立

的な活動を推進していくことが重要 
・ 多 様な価 値 観を持つ 市民 間の 合 意形 成のあり

方について検討することが必要 

制度・しくみの整備と運用  
・ 市民 自治の理 念の実 現、市民 権 利保 障のため

に、情報共有や情報公開、パブリックコメントなど

広 聴制 度、 住民 投 票 制度、 権 利救 済、 政策 評

価、財政運営などに関する基本原則の確認と制

度開発、その運用が必要 

地域コミュニティ施策の確立  
 

●方向性 

活力ある安全で安心なまちづくり

を進めるため、地域における自治

組織の活性化と地域力の向上に

向けた新たな都市型のコミュニテ

ィ施策の確立をめざします。 

 

●施策 
地域型コミュニティとテーマ型コミ

ュニティとの相互支援・協力 関係

を確認しながら、多様なコミュニテ

ィによ る地 域 社 会 の 課 題 解 決 と

活性化に向けた施策方針を策定

します。 

総合的市民活動支援施策

の確立  
 
●方向性 
市 民 自 治 の 実 現やパートナー

シップ型 事業の 推 進をめざし、

市 民 活 動が 自 主 的・ 自 立 的に

発展できるよう支援します。 

 

 

●施策 
市 民 活 動 支 援 指 針に 基づ き、

市・区・地域レベルの支援 拠 点

づくりを進めるなど、市民活動の

支 援に 向けた施 策を積 極 的に

推進します。 

協働の推進  
 

 ●方向性 
本市としての「協働」について

の共通認識の中で、市民と行

政 が 信 頼 関 係 を 構 築 し な が

ら、地 域 発 意・地 域 主 導 型の

事業展開を図ります。 

 

 

●施策 
協働の意義、事業手法、評価

のあり方等基本 的な事項を定

めたルールを策定します。 

協働 型事 業 委託や 市民 提 案

事業等を拡充します。 

これからの行政運営のあり方  
・ 市民の信託に基づいた総合的行政の運営 
・ 市民主権の原則の尊重、積極的な情報開示による説

明 責任の 遂 行、 積極 的 広 報による行政 情 報の 共 有

化 
・ 市民との協働の推進 
・ 市民ニーズの的確な反映、公正かつ公平、効率的な

行政 運 営、市 民ニーズの多 様 化に対 応できるよう 総

合的、横断的、効率的な行政組織の運用 

【自治基本条例検討委員会中間報告書から抜粋】 

協働のまちづくりの推進  
市民と行政が協働関係に基づき、地域課題の解決と新たな公共サービス

の提供等に取組む環境を整備し、協働によるまちづくりを推進します。 
 

分権時代の新たな自治のしくみをつくる  
本格的な地方分権時代を迎える中で、改めて市民・議会・行政の関係や自治

体運営の基本原則・しくみを明らかにし、市民主体の行政運営を推進します。 
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政策の基本方向２ 「市民と協働して地域課題を解決する」 

 

市民参画による地域主体のまちづくりを進めるため、地域の課題を発見し、

解決できる区役所づくりを推進します。また、便利で快適なサービスが効率

的・効果的に提供できるよう区役所の整備を進めます。 

 

【施策の展開】 

 

(1) 区における地域課題への的確な対応を図ります。 

 

【施策の展開例】 
・ 区役所を地域のまちづくり拠点として整備 
・ 区役所を子育ての総合的な支援拠点として整備 

 

(2) 区における市民活動支援施策を推進します。 

 

【施策の展開例】 
・ 区における市民活動支援体制の整備 
・ 区における市民利用施設のネットワーク化 

 

(3) 便利で快適な区役所サービスの効率的・効果的な提供を図ります。 

 
【施策の展開例】 

・ 利便性の高い快適な窓口サービスの提供 
・ 区役所と支所、出張所等の機能分担と効率化 

 
(4) 市民参加による区行政を推進します。 

 

【施策の展開例】 
・ 区民会議の設置 
・ 区民参加による計画づくりの推進 
・ 区長の総合調整機能の強化と区予算の確立 
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【参考データ等】 

 
区行政改革の基本方向 

現状・背景 課 題 

地方分権改革の進展 

少子高齢社会の到来 
地域で支え合えるシステム構

築の必要性 

市民の価値観の多様化 
市民生活に身近な課題解決

への期待 

 

市民活動の活発化 
市民の自主的な活動意欲の高

まり 

政令指定都市における 
住 民 自 治 の強 化 

市民の声を踏まえた行政運営

の追求 

地域の課題を地域で解決す

るしくみづくり 

自己決定・自己責任の原則に

基づく自治のしくみづくり 

効果的・効率的に行政サービ

スを提供する体制づくり 

市民との協働により地域課

題を解決できる区役所への

転換 

１ 地域の課題を発見し、迅速・的確な解決を図る区役所 

地域におけるまちづくり拠点としての整備 

子育ての総合的な支援拠点としての整備 

２ 地域活動や非営利活動を支援する市民協働の拠点としての区役所 

区における市民活動支援体制の整備 

区における市民利用施設のネットワーク化 

３ 市民に便利で快適なサービスを効果的かつ効率的に提供する区役所 

利便性の高い快適な窓口サービスの提供 

区役所と支所、出張所等の機能分担と効率化 

４ 地域住民の総意に基づく自治を実践する区役所 

区民会議の設置 

区民参加による計画づくりの推進 

区長の総合調整機能の強化と区予算の確立 
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政策の基本方向３ 「市民満足度の高い行政サービスを提供する」 

 

情報化による効果的な行政サービスの提供や情報共有のしくみづくりを進

めるとともに、さまざまな問合せや相談に迅速で適切な対応を図るための総合

的な体制を整備し、市民満足度の高い行政サービスを提供します。 

 

【施策の展開】 

 

(1) 市民本位の情報環境の整備を進めます。 

 

【施策の展開例】 
・ 申請の電子化推進など利便性を実感できる電子行政サービスの充実 
・ ＩＴネットワークを活用した参加と協働のしくみづくり 
・ セキュリティ対策の強化など安全・安心で効率的な情報環境の確保 

 

(2) 迅速で的確な総合相談サービスの提供を図ります。 

 

【施策の展開例】 
・ 総合相談サービス機能の充実 
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【参考データ等】 
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７ 構想の実現に向けて 

 

 (1) 分権の推進と市民自治の拡充 

 

地方分権の大きな流れの中で、分権時代にふさわしい新たな自治のしく

みづくりと市民と行政による協働のまちづくりを推進し、市民本位の行政

運営の確立を図ります。 

 

 (2) 新たな時代にふさわしい行財政システムの構築 

 

構想に掲げる政策の実施を通じて新たな川崎の姿をつくりあげていくた

めに、新たな時代にふさわしい行政の姿や役割を整理し、効率的で効果的

な行財政システムをめざした改革を推進します。 

 

 (3) 地域経営の確立 

 

さまざまな環境変化や諸課題に適切に対応しながら、安定的な市民福祉

と持続可能な行政運営を確保していくために、自助・共助・公助のバラン

スを重視した地域経営の確立を図ります。 

 




